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月14日に江口組では、来春入社が決まった3名の
内定者を対象に内定式を行いました。2025年春

に入社予定の内定者を迎え入れることができた記念すべ
き日となりました。今年の採用活動は「高卒求人倍率が
20倍となった！」という記事が出るくらいに厳しいものと
なりましたが、こうやって3名の内定者を迎え入れること
ができ、大変嬉しく思っています。
　江口組は新しいダイヤモンドの原石を手に入れること
ができたなって思います。その原石はまだ光を放つこと
ができませんが、必ず輝く存在へと成長していくと信じて
いますし、これからが楽しみです！ この内定式では、社長
からのメッセージとして彼らに対して「輝く存在になって
ほしい」という思いを伝えました。それは単に会社の一員
としてだけではなく、個人としても努力し、成長を遂げて
いくことを期待しています。

て、内定者がなぜ「ダイヤモンドの原石」なのか？
まだまだ入社前の状態、そして入社してからも十

分な力を発揮することはなかなか難しいと思います。し
かし、いつの日か輝く日が来るように、適切な研修や実
務経験を通じて磨かれ、成長していく姿を期待していま
す。もちろん、社員みんなのフォローが重要な役割を果た
しますが、内定者たち自身の努力も必要不可欠です。内
定者同士や先輩たちとの切磋琢磨の場を提供し、互いに
刺激し合いながら成長してもらいたいと考えています。

彼らが社会人としてのスタートラインに立ち、一人前とな
って光り輝くまで、私たちは研修や実務の場を用意し、成
長をサポートしていきます。現場での経験を通じて、自分
自身の課題に気づき、解決する力を養ってほしいと願っ
ています。そして、どんな困難に直面しても、江口組には
支えてくれる仲間がいるという安心感を持ってもらいた
いなと思います。
　内定者たちは、新しい環境に飛び込むことに対して大
きな不安を抱えていることだと思います。しかし、その不
安は特別なものではなく、これまでの先輩たちも同じよう
に感じていました。誰もが、不安を抱え、困難を乗り越え
てきました。だからこそ、内定者たちにはその不安を抱え
ながらも安心してもらいたいのです。江口組には、フォロー
してくれる先輩や助け合う仲間がいます。みんなで一緒
に、困難を乗り越え、共に成長していくことができます。
　この内定式を通じて、内定者たちには江口組という
チームの一員としての誇りを感じてもらい、安心して４月
からの新しい挑戦に臨んでほしいと願っています。そして、
残りの学生生活も充実させ、悔いなく過ごしてほしいで
す。学生時代にしかできない経験や学びを大切にしつつ、
４月から社会人としての新しい生活に向けて心と体の準
備を整えてくれればいいと思います。社員みんなが、江
口グループで輝く存在として活躍する姿を楽しみにして
います。

新たな仲間３名を迎える内定式を
開催しました！

江口グループ　代表取締役社長　江口　充
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江口グループ現場だより

さんこんにちは。広報部の庄源です。
9月24日、小松市立能美小学校の4年生に向けて、

出前授業を行ってきました。  
　現在、小松市内の小学4年生は、梯川に関する防災や減
災について学んでいるそうです。そんな中、能美小学校の
近くで梯川の工事を進めている江口組に授業をしてほしい
という依頼があり、今回お伺いしました。
　せっかくの機会なので、教科書には載っていない地元の
建設業についてもお話させていただきました。  
　2年前に発生した小松市の豪雨の際、地元の建設業がど
のような対応をしたのか、また、現在私たちが行っている工
事がどのようにみんなの生活に関わっているかなどをお話
しました。
　できるだけ専門用語を避け、分かりやすい言葉で話すこ
とを心がけました。みんな一つ一つの説明に 「おお！」 「へぇ
ー！」 「これ知ってる！」 と元気に反応してくれて、真剣に耳を
傾けてくれました。

業が終わり、最後にみんなが感想を発表してくれて、
その中には、 「土木のことを知らなかったけど、今日

知ることができてよかったです」 「家に帰ったら、今日の話を
家族に伝えたいです」 といった嬉しい言葉があり、本当に感
動しました。
　今回、私自身にとっ
て、先生役を務めると
いう貴重な経験をさせ
ていただきました。少
しでも土木に興味を持
ってもらい、将来、土木
を志す若者が増えてく
れたら嬉しいです。

さんこんにちは。広報部のきゅうだです。
９月１７日に石川県建設業協会女性部会の百万石

小町『結』の現場見学会に参加してきました。この団体は、
石川県の建設業界で働く女性たちが中心となって組織さ
れた団体で、女性の活躍を促進し、地域社会への貢献や
業界の発展を目指して活動しています。

合場所である内灘町サイクリングターミナルを出
発し、まずは河北潟周辺農地防災事業を見学しま

した。この現場は、小松市にある小松天満宮のような水面
に浮かんでいる人工の島が造られ、農地の水害を防ぐた
めに水位を調整したり、水の流れを制御したりする作業が
行われていました。
　そして、お昼を挟んでからは金沢東環堅高架橋下部工
事現場へ向かいました！ この現場では、橋の土台を造る工
事です。工事の流れなど話を聞き、1つ1つの作業を丁寧
にされていることが分かりました! どちらの現場も熱中症

対策として、「水分補給をこまめに」などの掲示がしっかり
と行われていました。

規模な工事を初めて目にすることができ、安心安
全に生活ができているのは、土木に支えられてい

るおかげだと感じました。普段見ることができない現場ば
かりだったのでとても勉強になりました!

大規模な工事を見て土木の大切さを
改めて感じることができました！！

「土木ってなに？」と言っていた小学生たちに、
出前授業で土木の役割、魅力を伝えてきました！
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完成して利用するときが

待ち遠しいです̂ ^

授業中

みんな真剣に

聞いてくれまし
た

最後にみんなで。

みんな、土木を

好きになってね
♪

女性部会の皆さんと楽しい

時間を過ごせました♪
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参加された社員の皆さんです！

川をきれいに、町をきれいに、
梯川清掃活動

当日はたくさんの人が

協力してくれ
ました!!

　こんにちは、クリエイション江口の髙橋はるかです。
　お家を建てるという大きなプロジェクトは、夢や未来を
描きながら「自分の家」そして「家族の笑顔や安心感」を手
に入れる貴重な体験です。どのような流れで進めていくの
か、また何が必要なのかについての不安を解消するため
や、これからお家を建てたいと考えている皆様の参考にな
れば幸いです。今月はプラン作成についてお話ししたいと
思います。
　今年新築されたA様の場合、ご契約までに月に1～2回
のペースで約6か月かけて進めました。１回の打合せ時間
は平均3～4時間ほどです。ちなみに、一般的な注文住宅
の打合せ期間は約３～６か月程で、打合せ時間も平均で３
時間ほどだそうです。プラン作成前にはお客様の生活スタ
イルやご希望を丁寧にヒアリングします。趣味や家族団ら
んなど重視される点をお伺いし、それに基づいてご希望の
間取りをお客様と決めていきます。
　最近では、インスタグラムを参考に「こんな風にしたい」
というご要望が増えており、その際にはお客様が見ている

アカウントや手書きの間取り図などを基に、3DのCADで
図面を作成し、プラン作成後の打合せ時にはお客様と一
緒にイメージを確認しながら、変更点はその場で変更し、
間取りを入念に決めていきます。その他にもコミュニケー
ションアプリを活用し、疑問点など随時解消しながらプラ
ン作成を進めていきます。
　お客様の立場に
立ち、機能性も重
視しつつ、 「お客様
を笑顔にしたい！」
という気持ちでプ
ランニングを行っ
ています。

お家のことでお困りごとがありましたら、
髙橋までご連絡ください。
電話 ０７６１－２４－００１８
または、お問合せフォームから
お願いします!

お客様の理想を形にする家づくりのプロセス
～プラン作成編～

はるかの

お家づくりの
ポイント！

　　　       ↑
お問合せフォームはコチラ

月21日(土)、社員の皆さんと梯川清掃活動に参加して
きました。

　この清掃活動は、1.美しい川を守り育てる・2.川に集まり賑わ
う・3.川に学び触れ合う を目標に、梯川協議会が主催する一斉
の清掃ボランティア活動です。
　そして、小松能美建設業協会が運営に協力し受付からゴミ
の回収、運搬までを任されています。江口組も会社近くの会場
で参加し、運営のお手伝いを若手プロジェクトESTPが中心と
なって行いました。

時間ほど地域の皆さんとゴミ拾いを行いました。最初、
あまりゴミが見つからなかったのですが、河川敷や堤防

の方を探すと、たくさんのゴミが出てきました。社員の皆さんや
地域の方々と協力し、梯川をきれいにすることができました。
当日参加された皆さんお疲れ様でした！
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工事部
小山  南海子

株式会社 江口組
小松市殿町2丁目66番地
TEL.0761-24-1311㈹

eguchigumi@eguchi-group.co.jp
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空港軽海線

公会堂
●

小松高校
●

中央緑地 ●本陣記念美術館

芦城公園

小松市役所
◉

細工町

京町北

松任町

京町

江口組

ご意見・ご感想などがございましたら

ＳＮＳ または 同封してあります

アンケートハガキにてご連絡下さい！！

朝晩の冷え込みが厳しい季節となり、一気に冬になりそうな予感がします。
11月は秋？冬？と疑問に思うところですが、今月も聞きました！ 「○○な秋」 
みんなそれぞれ違っておもしろいですね♪

クリエイション江口
中田  さやか

クリエイション江口
徳田　律平

工事部
南　遥斗

秋刀魚の秋
理由：秋の魚と言えば秋刀魚だから


